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３．リスクコミュニケーションの今後の進め方

計画通り毎年春のレクリェ－ションを定期開催日とし

次のステップで実施したい。

第一段階：今回実施の課題を改善し継続する。

第二段階：環境活動の紹介や意見交換を行い

　 環境・化学物質に対する理解を深め合って，安

　 心感・信頼感を醸成してまいります。

第三段階：ＰＲＴＲデｰタに基づく意見交換へとスパ

　　　　　　 イラルアップを図ります。

＊地域に信頼される企業に努力してまいります。


